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２００７年９月期　中間決算説明会

２００７年５月３１日

銘柄略称：ＡＣＫＧ
証券コード：2498
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本資料および本説明会の説明には、
当社（連結子会社を含む）の見通し、
目標、計画、戦略などの記述が含まれております。

これらの記述は、当社が現在入手している

情報に基づく判断や仮定に基づいており、
将来における当社の実際の業績または展開と
異なる可能性があります。

（株）ＡＣＫグループは株式移転により（株）オリエンタルコンサルタンツ

の完全親会社として２００６年８月２８日に設立いたしましたので、

それ以前は（株）オリエンタルコンサルタンツの数値を記載しております。
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本日の内容

Ⅰ：2007年9月期　業績ハイライト

Ⅱ：ＡＣＫグループ設立からこれまでの取り組み

Ⅲ：今後の経営戦略

Ⅳ：2007年9月期中間決算　業績報告

Ⅰ：2007年9月期　業績ハイライト



3

5

2007年9月期　業績ハイライト

当期
(‘07/09期)
当期

(‘07/09期)

増減増減

（単位：百万円、％）

前期
(‘06/09期)
前期

(‘06/09期)

注：’06/09期（中間）は（株）オリエンタルコンサルタンツの実績であります。

　

中　
　

間　

　

中　
　

間　

当期（予想）
(‘07/09期)
当期（予想）
(‘07/09期)

増減増減

前期
(‘06/09期)
前期

(‘06/09期)　

通　
　

期　

　

通　
　

期　

売上高売上高

７，６５６７，６５６

６，７１５６，７１５

９４０
（14.0％）

９４０
（14.0％）

２２，５００２２，５００

１７，１６７１７，１６７

５，３３２
（31.1％）

５，３３２
（31.1％）

経常利益経常利益

▲４２１▲４２１

▲３４２▲３４２

▲７９
（－）

▲７９
（－）

６５０６５０

５１７５１７

１３２
（25.5％）

１３２
（25.5％）

当期純利益当期純利益

▲３１３▲３１３

▲２１５▲２１５

▲９８
（－）

▲９８
（－）

２９０２９０

１０６１０６

１８３
（171.1％）

１８３
（171.1％）

受注増加、Ｍ＆Ａによる
グループ規模の拡大

既存・新規事業会社の
業績の季節的変動特性
により
中間赤字、通期黒字
の振幅が拡大
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通期（平成１８年１０月１日～平成１９年９月３０日）

売上高売上高

期首計画
（Ａ）

期首計画
（Ａ）

当期
純利益

当期
純利益

修正予想
（Ｂ）

修正予想
（Ｂ）

増減額
（Ｂ－Ａ）

増減額
（Ｂ－Ａ）

増減率
（％）

増減率
（％）

１９，５００１９，５００

２２，５００２２，５００

３，０００３，０００

１５．４１５．４

５３０５３０

６５０６５０

１２０１２０

２２．６２２．６

２４０２４０

２９０２９０

５０５０

２０．８２０．８

経常利益経常利益

2007年9月期　業績ハイライト

大成基礎設計（株）、
吉井システムリサーチ（株）
の下期業績が寄与し、
利益水準は２割以上の増加

利益拡大
安定利益創出へ

（単位：百万円、％）
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2007年9月期　業績ハイライト

＜売上高、経常利益、当期純利益の推移＞

売
上
高　

（億
円
）

純利益

経常利益

売上高

225 経
常
利
益
、
純
利
益
（億
円
）

注：’05/09期以前は（株）オリエンタルコンサルタンツの実績であります。

◆売上、利益　拡大基調のステージへ

　　　Ⅱ：ＡＣＫグループ設立から
　　　　　　　　　　　　これまでの取り組み



5

9

ＡＣＫグループのこれまでの軌跡　

2006
８月28日

2006
９月

2006
10月

1957
12月

2000
9月

㈱オリエンタルコンサルタンツ創立

㈱オリエンタルコンサルタンツ
ジャスダック証券取引所に上場

㈱アサノ建工の株式取得・完全子会社化

㈱ＡＣＫグループ設立
ジャスダック証券取引所に上場

㈱ＡＣＫグループ設立
ジャスダック証券取引所に上場

2007

2月

2007

3月

2007
4月

㈱オリエンタルコンサルタンツ子会社の
株式取得・完全子会社化

制度信用銘柄に選定

大成基礎設計㈱の株式取得・完全子会社化

吉井システムリサーチ㈱の株式取得・完全子会社化

2006

11月

2006

12月

2007
1月

㈱オリエスセンター・㈱オリエス西日本合併

大成基礎設計㈱と株式交換契約を締結
　強者連合結成による『ＡＣＫグループシナジーワーキング』設置

㈱オリエンタルコンサルタンツが
㈱水建設コンサルタントを吸収合併

2007
5月

株式会社総合環境テクノロジー（完全子会社）の設立
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㈱アサノ建工の完全子会社化　　　　　　　　

　～建設部門のワンストップサービス確立、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境分野とのシナジー創出へ～

（２００６年９月）

売上高の発注者別の内訳

官公庁：１４％

民間：８６％

調査・コンサルタント ： 水源・地質・環境等の調査、土壌汚染・地下水汚染対策等

設計・施工 ： さく井工事、温泉井工事、アスベスト対策、建物解体等

アスベスト対策

▲さく井工事

７０年にわたる豊富な実績と

ノウハウの蓄積

７０年にわたる豊富な実績と

ノウハウの蓄積 温泉開発のトータルサポート

沖縄のリゾート開発を連続受注

温泉開発のトータルサポート

沖縄のリゾート開発を連続受注

▲温泉井工事
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大成基礎設計㈱の完全子会社化　 （２００７年３月）

官公庁：３０％

民間：７０％

　～強者連合結成による新たなサービス創出と

　　　　　　　経営資源の有効活用によるグループ経営の効率化～

企業同士の顧客、技術分野共に重複がない貴重かつ有効なケース

事業拡大や新規事業を開発することを目的にシナジーワーキングを設置

売上高の発注者別の内訳

技術研究所（山梨県）

公共に強み 民間に強み

地質調査部門：５位

土質・基礎部門：９位

道路部門：１位

鋼構造・コンクリート部門：３位

施工計画部門：３位

建設環境部門：１０位

得意分野が増加・拡大得意分野が増加・拡大

調査・設計に強み
施工、調査研究に

強み

技術研究所

を所有

公共に強み 民間に強み

地質調査部門：５位

土質・基礎部門：９位

道路部門：１位

鋼構造・コンクリート部門：３位

施工計画部門：３位

建設環境部門：１０位

得意分野が増加・拡大得意分野が増加・拡大

調査・設計に強み
施工、調査研究に

強み

技術研究所

を所有

12

吉井システムリサーチ㈱他１社※の完全子会社化　

　～吉井システムリサーチ㈱の参加による
　　　　　　　　　　「ＩＴソリューションに関する技術力・ノウハウ」の強化～

（２００７年４月）

ＡＣＫグループの多様なノウハウ・開発アイディア
　　　吉井システムリサーチの技術力により商品化

吉井システムリサーチのもつ豊富な販売実績とネットワーク
　　　ＡＣＫグループのサービス・商品の販路を拡大

開発アイデア開発アイデア

ノウハウノウハウ

システム開発力システム開発力

販売実績販売実績
ネットワークネットワーク

新たな商品化、販路拡大

※子会社を含む
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㈱総合環境テクノロジー（完全子会社）を設立

～環境、廃棄物、３Ｒ※、エネルギー分野の事業拡大を目指す～　

　廃棄物に関し計画から施工管理まで一貫して対応

　廃棄物関連技術を応用し、国内・外の３Ｒ関連業務の受注を目指す

（２００７年５月）

羽幌町最終処分場

14

多様な事業展開による経営の多角化

国内国内 海外海外

民間

公共

現在の事業領域現在の事業領域

　　　既存事業会社　
　　　による事業拡大

アサノ建工

大成基礎設計

吉井システムリサーチ

　～顧客ネットワーク、技術のシナジーによる事業拡大
　　　　　　　　　　民間受注増による経営の多角化と安定的な拡大へ～

総合環境テクノロジー

民間市場への拡大民間市場への拡大

既存分野の高度化既存分野の高度化
‘06/09期
（実績）　　
　　

‘07/09期

（予想）

0.70.7％％

15.515.5％％

84.5％

99.3％

‘08/09期
（推定）

2525％（全体の１／４）％（全体の１／４）

75％

　ＡＣＫグループ全体の
売上高の公共・民間部門の割合推移予想

：公共部門

：民間部門
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国土地理院の基盤地図情報作成業務を受注

～「全国を対象とした空中写真撮影による基盤地図整備事業」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　において本年度発注業務を受注～

レーザー測量により
　デジタル３次元化基盤地図を整備

基盤地図は全国の各省庁、都道府県、
　市町村の骨格基盤地図として
　利活用される予定

本年度より3ヵ年で約18億円の
　予算が計上されており、
　引き続き受注が期待できる

業務トピックス業務トピックス

全国10地区のうち西日本エリアの３地区（大阪、大分、新宮・土佐清水）を受注

16

「橋梁点検用移動吊足場」が最優秀活用技術賞を受賞

　～「建設技術展２００６近畿」において、
　　　　　　　　　“最優秀活用技術賞”、“注目技術賞”を受賞～

○国土交通省新技術情報提供システム　　　○特許出願中
　（ＮＥＴＩＳ）登録：SK-050011-A　　　　　　　　　（米山工業（株）との共同開発）

点検員は足場に乗ったまま
　移動が可能

技術の先進性、効果、活用性
　について高い評価

作業床作業床

主桁主桁 トロッコトロッコ 移動用モーター移動用モーター

レールレール

業務トピックス業務トピックス
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国内外の橋梁デザイン・設計コンペに参加し、受賞！

　～韓国コンペで最優秀賞を受賞、

　　　　阿倍野歩道橋デザイン・設計コンペにて優秀作品として選定～

　JR天王寺駅（大阪市）、阿倍野再開発地区、
　近鉄百貨店を結ぶ歩道橋

　第一次審査にて優秀案３案が選定された

　現在、最終選考に応募中

　オリコン、杉山デザイン研究所（オリコン）、

　惟信（韓国のコンサルタント会社）などで
　構成するコンソーシアムが最優秀賞を受賞

　現在、基本設計中（約１５億ウォン）

　阿倍野歩道橋デザイン・設計コンペ　阿倍野歩道橋デザイン・設計コンペ

“優秀賞”

松島新都市橋梁設計デザインコンペ松島新都市橋梁設計デザインコンペ
　　　　　　　　　　　　　　　　　／韓国・仁川市　　　　　　　　　　　　　　　　　／韓国・仁川市

“最優秀賞”

業務トピックス業務トピックス

２００７．２２００７．２

２００７．４２００７．４

18

第２メコン国際橋建設プロジェクト（ラオス・タイ）

～ラオス－タイの陸路貿易の発展に大きく貢献する
　　架橋プロジェクトを基本設計から施工管理まで事業全般に携わる～

海路で２週間程度かかる

　バンコク－ハノイ間が

　国際橋経由の陸路では

　３日程度に短縮

▲ （現地の写真）　２００６年１２月２０日開通

ラオス国の通信・運輸・
　 郵政・建設大臣より、

　 感謝状を頂いた

業務トピックス業務トピックス

「ラオス・タイ第２友好橋」
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ＣＳＲへの取り組み①／能登半島地震緊急調査支援活動

～いち早く社内に地震対策本部を設置し、水道・下水道の

　　　　　　　　　　早期復旧に向けた緊急調査等の支援活動を実施～

初動対応から、予備調査指導、

　一次・二次調査指導、

　本復旧支援など効果的で

　即時的な活動支援を実施

平成19年3月25日に発生した震度６強の能登半島地震

業務トピックス業務トピックス

ボランティア活動

20

ＣＳＲへの取り組み②/社会貢献事業

～「帰宅経路調査」による災害時帰宅困難者問題の対策支援事業 ～

　㈱オリエンタルコンサルタンツの創立５０周年記念事業として
　社会貢献事業を実施

「渋谷区帰宅困難者問題研究会

　　（事務局：ＯＣ）」を発足

　渋谷区、東京商工会議所渋谷支部の

　共催のもと、帰宅経路調査を実施し、

　今後、関係機関へ提供する予定

調査結果の取りまとめイメージ

幅員狭い

袖看板危険

ガラス飛散・室外機落下ＧＳ（トイレ休憩）

幅員狭い

袖看板危険

ガラス飛散・室外機落下ＧＳ（トイレ休憩）

業務トピックス業務トピックス

ボランティア活動
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Ⅲ：今後の経営戦略

22

ビジョン

ＡＣＫグループは、各事業会社のマネジメント・ハブの役割を果たし、
あらゆる事業のワンストップサービスを目指します

ＡＣＫグループは、各事業会社のマネジメント・ハブの役割を果たし、
あらゆる事業のワンストップサービスを目指します

建設知的サービス

交通・運輸

製造

販売・リース

これらの領域にかかわらず、さらなる拡大・成長を目指していく
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ビジョン

基盤整備期基盤整備期 拡大発展期拡大発展期 500億円売上高

‘06/
　09期

‘16/
　09期

‘11/
　09期

…

300億円

171億円

‘07/
　09期

‘08/
　09期

ＡＣＫグループ設立から５年間は基盤整備期

その後の５年間を拡大発展期と位置づけ、建設、知的サービス、製造、

販売・リース、交通・運輸等の各事業の充実を図っていく

建設業におけるワンストップ
サービスの提供

建設業におけるワンストップ
サービスの提供

海外・民間等の幅広い分野
におけるサービスを拡大

海外・民間等の幅広い分野
におけるサービスを拡大

連結売上予想値
　　‘07/09期
　　 225億円

24

基本戦略

現在の事業領域
機能・能力
経営基盤等

現在の事業領域
機能・能力
経営基盤等

強化
強化

拡大

•既存事業会社による事業拡大
•Ｍ＆Ａを含めた新規事業会社による事業拡大
•シナジーによる拡大

・経営力
・開発、投資力
・マーケティング力
・グローバル力

•グループ経営最適化
•人材育成
•グループブランドの最大化

事業拡大

機能・能力強化

経営基盤強化

　ＡＣＫグループが継続的に成長していくための基本戦略
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29%
29%

29%

34% 32%

28%

63% 59% 55%
41% 42%

31%

8% 12% 16%
26%

41%
25%

0%

50%

100% 競争入札

特命随契

プロポーザル

■オリエンタルコンサルタンツの技術提案型受注額比率

’06/
　09期

提案力・実績
評価型の受注
（６９％）

’01/
　09期

’02/
　09期

’03/
　09期

’04/
　09期

’05/
　09期

収益性の向上、コンプライアンスの強化

既存事業会社による事業拡大

～経営戦略に基づき

　　　「価格競争」による受注から「技術競争」による受注へ転換～

現在、業界大手トップのプロポーザル特定率を維持

26

さらなる事業拡大および経営基盤強化

【採用人数：建設通信新聞調べ】

　　／【役職員数：（社）建設コンサルタンツ協会会員名簿】

■採用人数（人）／2007.4

～建設コンサルタント業界において採用人員数が低迷する中
　　　　　　　　　　　　　オリエンタルコンサルタンツは積極的に採用～

■役職員数に対する新卒・中途採用者数の割合

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0%

オリエンタルコンサルタンツ

日 本 工 営

パシフィックコンサルタンツ

建 設 技 術 研 究 所

八千代エ ン ジニ ヤ リ ング

日 水 コ ン

ド ー コ ン

長 大

大 日 本 コ ン サ ル タ ン ト

エ イ ト コ ン サ ル タ ン ト

積極的に優秀な人材を確保、経営基盤強化

４０４０３２３２

００３３３３

４４２７２７

５０５０４７４７

１９１９１８１８

７７１１１１

００１４１４

６６７７

５５６６

５５５５

中途中途新卒新卒

来年度も引き続き同規模の採用を予定来年度も引き続き同規模の採用を予定

新卒採用者数/役職員数

中途採用者数/役職員数
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グローバル力の強化／海外事業戦略

　　グループ全体の海外戦略策定

　　・継続的な情報収集

　　・中長期的（5～10年後）海外戦略ビジョン

　　 顧客の多様化

　 ・ＯＤＡ中心から、民間企業、現地政府、

　　 国際機関（ＷＢ，ＡＤＢ）の比率拡大

　　多様なマネジメント体制の構築

　　・人材育成、組織体制の構築など

ＡＣＫグループに「国際企画室」を設置、
　　　　　　グループ全体での海外進出・事業拡大へ

　～世界トップレベルの企業を目指す～　

国内国内 海外海外

民間

公共

現在の事業領域現在の事業領域

　　　既存事業会社　
　　　による事業拡大

海外事業分野の海外事業分野の

拡大拡大

顧客の多様化顧客の多様化

28

グループの継続的成長／シナジーによる拡大

経営資源の有効活用による
　　　　　　　　　　グループ運営の効率化、基盤強化

■シナジーを高める機能

営業チャンネルの
共有化

機能集約による
収益向上

営　業

経　営

～既存、新規事業会社の連携、協力により

　　　　　　　　　　　　　スムーズな経営展開が可能に～

シナジーの早期発現へ

保有技術による補完
共同開発

技　術
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シナジーの発現事例

■高砂町中島柳井原線詳細設計業務委託（公募型プロポーザル）／約１．４億円／倉敷市／２００７．５

　保有技術の共有、連携による技術提案により大型案件の受注

業務受注：グループ会社の計測機器活用を盛り込んだ技術提案

システム開発：オリコンの技術力とＹＳＲのシステム開発力により商品開発

■その他

追加業務受注：グループ会社の技術・知識を生かし、追加調査・解析を提案

▲施工時の水質汚染対策の提案

杭位置

水みち

地下水の流れ

【解析例】

▲橋梁、道路の計画、設計に関する総合的な技術力

連携によって高度な技術提案

30

シナジーによる新たなサービスの創出

土壌調査全面義務付け（法規制強化）にともなう事業拡大

土地浄化再生事業

　・土壌汚染の可能性のある土地

　　　約１１万３千ｈａ（東京２３区の２倍の広さ）

　・その土地の資産価値

　　　約４３兆円（再開発が進まず放置）　　　　
　　　　　　　　　　　

土地浄化再生事業

　・土壌汚染の可能性のある土地

　　　約１１万３千ｈａ（東京２３区の２倍の広さ）

　・その土地の資産価値

　　　約４３兆円（再開発が進まず放置）　　　　
　　　　　　　　　　　

～ＡＣＫグループの技術、ノウハウ、実績により
　　　　　最適なソリューションをワンストップでサービスを提供～

モニタリング浄化対策調　査 解　析 工　事
リニューアル

リサイクル

設計・施工管理
　　　　　　　

設計・施工管理設計・施工管理
　　　　　　　　　　　　　　

解体・撤去　
　　　　　
　

解体・撤去解体・撤去　　
　　　　　　　　　　
　　

【土壌再生事業】【土壌再生事業】

▲高度なシミュレーション技術による調査解析▲調査

濃度マップ 移流・分散解析

リスクマネジメント
　　　　　　　

リスクマネジメントリスクマネジメント
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シナジーをさらに高める機能強化

　休憩施設などの高機能化・高付加価値化　休憩施設などの高機能化・高付加価値化　休憩施設などの高機能化・高付加価値化

　災害地区遠隔計測・監視システム　災害地区遠隔計測・監視システム　災害地区遠隔計測・監視システム

　熱環境モニタリングシステム　熱環境モニタリングシステム　熱環境モニタリングシステム

人材交流・知の結集により、新たな知を創造、
　　　　　　　　　　　　　　　　グループ一体化の意識を醸成

■シナジー活動実践の常設組織を設置■シナジー活動実践の常設組織を設置シナジー活動実践の常設組織を設置

「ＡＣＫグループシナジーワーキング」を設置、
プロジェクトチーム結成によるアクションプログラム策定

■技術開発の中心、核（コア）の明確化■技術開発の中心、核（コア）の明確化技術開発の中心、核（コア）の明確化

大成基礎設計㈱の“技術研究所”をグループにおける
技術開発の中心に知の結集を図る

今期の受注を目標今期の受注を目標

32

ＡＣＫグループは、

グループ各社が培ってきた技術・ノウハウの活用、
シナジーによって拡大し、

世界に通用する総合的なサービスを提供する

他の追随を許さない強い企業グループに

成長してまいります。
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Ⅳ：2007年9月期中間決算　業績報告

34

• 本資料に記載の売上高、受注高等の金額には、
消費税等は含まれておりません。

• 本資料に記載の金額は、単位未満の端数を
切り捨てて表示しております。

• 本資料に記載の増減率、構成比等の数値は、
小数点第１位未満を四捨五入して表示しております。
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グループ会社の変遷と財務諸表への反映

【B／Sのみ】は貸借対照表のみ連結していることを示しております。
【○カ月】は○か月分の業績が損益計算書に反映されております。

＜１１社＞

ＡＣＫグループＡＣＫグループ

ｵ ﾘｴﾝ ﾀﾙ ｺﾝ ｻ ﾙﾀ ﾝﾂｵ ﾘｴﾝ ﾀﾙ ｺﾝ ｻ ﾙﾀ ﾝﾂ

中央設計技術研究所中央設計技術研究所

ワ ー ル ドワ ー ル ド

オ リ エ ス セ ン タ ーオ リ エ ス セ ン タ ー

オリエス総合研究所オリエス総合研究所

国土情報技術研究所国土情報技術研究所

ｵﾘｴｽ交通情報ｻｰﾋﾞｽｵﾘｴｽ交通情報ｻｰﾋﾞｽ

ｵﾘｴｽｼｪ ｱｰﾄﾞ ｻｰﾋﾞ ｽｵﾘｴｽｼｪ ｱｰﾄﾞ ｻｰﾋﾞ ｽ

ア サ ノ 建 工ア サ ノ 建 工

大 成 基 礎 設 計大 成 基 礎 設 計

【Ｂ／Ｓのみ】

当中間末（‘０７/０９期）当中間末（‘０７/０９期）

＜１４社＞

ＡＣＫグループＡＣＫグループ

ｵ ﾘｴﾝ ﾀﾙ ｺﾝ ｻ ﾙﾀ ﾝﾂｵ ﾘｴﾝ ﾀﾙ ｺﾝ ｻ ﾙﾀ ﾝﾂ

中央設計技術研究所中央設計技術研究所

ワ ー ル ドワ ー ル ド

オ リ エ ス セ ン タ ーオ リ エ ス セ ン タ ー

オリエス総合研究所オリエス総合研究所

国土情報技術研究所国土情報技術研究所

ｵﾘｴｽ交通情報ｻｰﾋﾞｽｵﾘｴｽ交通情報ｻｰﾋﾞｽ

ｵﾘｴｽｼｪ ｱｰﾄﾞ ｻｰﾋﾞ ｽｵﾘｴｽｼｪ ｱｰﾄﾞ ｻｰﾋﾞ ｽ

ア サ ノ 建 工ア サ ノ 建 工

大 成 基 礎 設 計大 成 基 礎 設 計

【６ヶ月】

吉井ｼｽﾃﾑﾘｻｰﾁ他１社吉井ｼｽﾃﾑﾘｻｰﾁ他１社

【６ヶ月】

総合環境ﾃｸ ﾉ ﾛ ｼ ﾞ ｰ総合環境ﾃｸ ﾉ ﾛ ｼ ﾞ ｰ

当期末（‘０７/０９期）当期末（‘０７/０９期）

【５ヶ月】

＜１２社＞

ＡＣＫグループ【1ヶ月】ＡＣＫグループ【1ヶ月】

ｵ ﾘｴﾝ ﾀﾙ ｺﾝ ｻ ﾙﾀ ﾝﾂｵ ﾘｴﾝ ﾀﾙ ｺﾝ ｻ ﾙﾀ ﾝﾂ

中央設計技術研究所中央設計技術研究所

ワ ー ル ドワ ー ル ド

オ リ エ ス セ ン タ ーオ リ エ ス セ ン タ ー

オリエス総合研究所オリエス総合研究所

国土情報技術研究所国土情報技術研究所

ｵﾘｴｽ交通情報ｻｰﾋﾞｽｵﾘｴｽ交通情報ｻｰﾋﾞｽ

ｵﾘｴｽｼｪ ｱｰﾄﾞ ｻｰﾋﾞ ｽｵﾘｴｽｼｪ ｱｰﾄﾞ ｻｰﾋﾞ ｽ

ア サ ノ 建 工ア サ ノ 建 工

【Ｂ／Ｓのみ】

水 建設 ｺ ﾝ ｻ ﾙ ﾀ ﾝ ﾄ水 建 設 ｺ ﾝ ｻ ﾙ ﾀ ﾝ ﾄ

【Ｂ／Ｓのみ】

前期末（‘０６/０９期）前期末（‘０６/０９期）

＜９社＞

ｵ ﾘｴﾝ ﾀﾙ ｺﾝ ｻ ﾙﾀ ﾝﾂｵ ﾘｴﾝ ﾀﾙ ｺﾝ ｻ ﾙﾀ ﾝﾂ

中央設計技術研究所中央設計技術研究所

ワ ー ル ドワ ー ル ド

オ リ エ ス セ ン タ ーオ リ エ ス セ ン タ ー

オリエス総合研究所オリエス総合研究所

国土情報技術研究所国土情報技術研究所

ｵﾘｴｽ交通情報ｻｰﾋﾞｽｵﾘｴｽ交通情報ｻｰﾋﾞｽ

ｵﾘｴｽｼｪ ｱｰﾄﾞ ｻｰﾋﾞ ｽｵﾘｴｽｼｪ ｱｰﾄﾞ ｻｰﾋﾞ ｽ

前中間末（‘０６/０９期）前中間末（‘０６/０９期）

オ リ エ ス 西 日 本オ リ エ ス 西 日 本 オ リ エ ス 西 日 本オ リ エ ス 西 日 本

36

（単位：百万円、％）

１．中間連結損益計算書

注：前期中間（’06/09期）は（株）オリエンタルコンサルタンツ連結の実績であります。

売上高売上高

売上原価売上原価

販売費・
一般管理費

販売費・
一般管理費

営業利益営業利益

経常利益経常利益

中間純利益中間純利益

受注高受注高

前期中間 (‘06/09期)前期中間 (‘06/09期)

９４０９４０

８０２８０２

２１２２１２

△７４△７４

△７９△７９

△９８△９８

７００７００

増減額増減額

６，７１５６，７１５

４，８２３４，８２３

２，２５４２，２５４

△３６２△３６２

△３４２△３４２

△２１５△２１５

７，７３７７，７３７

(100.0%)(100.0%)

(71.8%)(71.8%)

(33.6%)(33.6%)

(△5.4%)(△5.4%)

(△5.1%)(△5.1%)

(△3.2%)(△3.2%)

----------

７，６５６７，６５６ (100.0%)(100.0%)

５，６２６５，６２６ (73.5%)(73.5%)

２，４６７２，４６７ (32.2%)(32.2%)

△４３６△４３６ (△5.7%)(△5.7%)

△４２１△４２１ (△5.5%)(△5.5%)

△３１３△３１３ (△4.1%)(△4.1%)

８，４３７８，４３７ ----------

当期中間 (‘07/09期)当期中間 (‘07/09期)

技術競争による発注が
主流となり、技術力のある
会社への発注が増加

業界の寡占化が進む

新規連結子会社
（ｱｻﾉ建工、水建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

の業績が寄与し、
グループ規模が拡大

グループ規模拡大に伴い、
季節変動特性
(中間期赤字)が拡大
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２．中間連結内訳

■（株）水建設コンサルタントは吸収合併により消滅しておりますので、 合併日までの業績を記載しております。

売上高売上高

㈱国土情報技術研究所㈱国土情報技術研究所

㈱ワールド㈱ワールド

㈱オリエス交通情報サービス㈱オリエス交通情報サービス

単純合計単純合計

連結決算値連結決算値

営業利益営業利益 経常利益経常利益 当期純利益当期純利益

㈱オリエンタルコンサルタンツ㈱オリエンタルコンサルタンツ 5,8465,846 △352△352 △300△300 149149

㈱オリエス総合研究所㈱オリエス総合研究所 8181 △4△4 △4△4 △3△3

㈱オリエスセンター㈱オリエスセンター 1,1171,117 4545 4545 3232

㈱中央設計技術研究所㈱中央設計技術研究所 501501 △64△64 △62△62 △39△39

4040 △3△3 △3△3 △3△3

664664 △11△11 △11△11 △10△10

㈱オリエスシェアードサービス㈱オリエスシェアードサービス 250250 1010 1010 77

195195 66 44 33

9,5289,528 △251△251 △205△205 241241

7,6567,656 △436△436 △421△421 △313△313

㈱ＡＣＫグループ㈱ＡＣＫグループ 286286 166166 159159 147147

㈱アサノ建工㈱アサノ建工 547547 △32△32 △31△31 △31△31

㈱水建設コンサルタント㈱水建設コンサルタント 00 △10△10 △11△11 △12△12

（単位：百万円）

前期赤字決算であった
ワールドは、
航空レーザー調査を
はじめとして受注が好転
業績が回復

ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ、
アサノ建工、
中央設計技術研究所、
ワールドは、
同じような季節変動特性

38

通期（平成１８年１０月１日～平成１９年９月３０日）

売上高売上高

期首計画
（Ａ）

期首計画
（Ａ）

当期
純利益

当期
純利益

修正予想
（Ｂ）

修正予想
（Ｂ）

増減額
（Ｂ－Ａ）

増減額
（Ｂ－Ａ）

増減率
（％）

増減率
（％）

１９，５００１９，５００

２２，５００２２，５００

３，０００３，０００

１５．４１５．４

５３０５３０

６５０６５０

１２０１２０

２２．６２２．６

２４０２４０

２９０２９０

５０５０

２０．８２０．８

経常利益経常利益

３．通期連結業績計画

大成基礎設計（株）、
吉井システムリサーチ（株）
の下期業績が寄与し、
利益水準は２割以上の増加

利益拡大利益拡大

安定利益創出へ安定利益創出へ

（単位：百万円、％）
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増減額増減額

固定資産固定資産 ４，８０２４，８０２ ２，２６１２，２６１２，５４１２，５４１

資産合計資産合計 １９，０３０１９，０３０ ６，６６５６，６６５１２，３６５１２，３６５

流動負債流動負債 １１，７５９１１，７５９ ５，１９２５，１９２６，５６７６，５６７

負債合計負債合計 １３，１０９１３，１０９ ６，１８９６，１８９６，９２０６，９２０

資本金資本金 ５０２５０２ １１５００５００

流動資産流動資産 １４，２２８１４，２２８ ４，４０４４，４０４９，８２４９，８２４

利益剰余金・自己株式利益剰余金・自己株式 ４，３４２４，３４２ △５０△５０４，３９２４，３９２

評価差額・少数株主持分評価差額・少数株主持分 ２９４２９４ ５５２８９２８９

負債・純資産合計負債・純資産合計 １９，０３０１９，０３０ ６，６６５６，６６５１２，３６５１２，３６５

純資産合計純資産合計 ５，９２１５，９２１ ４７６４７６５，４４４５，４４４

固定負債固定負債 １，３４９１，３４９ ９９６９９６３５３３５３

資本剰余金資本剰余金 ７８０７８０ ５１９５１９２６１２６１

４．中間連結貸借対照表
前期中間
(‘06/09期)
前期中間
(‘06/09期)

当期中間
(‘07/09期)
当期中間
(‘07/09期)

（単位：百万円）

注：前期中間（’06/09期）の純資産合計は、改正後の中間財務諸表等規則に従い組み替えております。

株式交換により新株を発行

大成基礎設計（株）保有の
本社ビル、研究所設備を取得

既存事業会社の受注拡大、
新規連結会社の参加により
資産・負債が大幅増加
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子会社株式を取得子会社株式を取得

運転資金及びＭ＆Ａ資金増加
により借入金増加

運転資金及びＭ＆Ａ資金増加
により借入金増加

（単位：百万円）

５．中間連結キャッシュ・フロー計算書

前期中間
(‘06/09期)
前期中間
(‘06/09期)

営業活動による
キャッシュフロー

営業活動による
キャッシュフロー △３，００１△３，００１

投資活動による
キャッシュフロー

投資活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

財務活動による
キャッシュフロー

現金及び現金同等物
の増加額

現金及び現金同等物
の増加額

現金及び現金同等物
の期首残高

現金及び現金同等物
の期首残高

現金及び現金同等物
の期末残高

現金及び現金同等物
の期末残高

△１６３△１６３

２，３６４２，３６４

△８０１△８０１

２，２５１２，２５１

１，４４９１，４４９

△３，６５６△３，６５６

△１６２△１６２

４，０１５４，０１５

１９５１９５

２，４３７２，４３７

２，６３２２，６３２

△６５５△６５５

１１

１，６５０１，６５０

９９６９９６

１８６１８６

１，１８２１，１８２

増減額増減額 主な増減要因主な増減要因

売上規模拡大により運転資金増加売上規模拡大により運転資金増加

当期中間
(‘07/09期)
当期中間
(‘07/09期)

■売上規模の拡大により、営業キャッシュフローの季節変動の振幅が拡大
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顧客価値の追求を通じ
『世界の人々の豊かな
暮らしと夢の創造』を目指し、
今の業容にとらわれず
サービス領域無限大へ
チャレンジします！
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〒150-0036　

　　東京都渋谷区南平台町16-28　グラスシティ渋谷

　　TEL: 03-6311-6641（代）　FAX: 03-6311-6642

お問い合わせ先

本日は弊社中間決算説明会に
ご参加いただきましてありがとうございました

本日は弊社中間決算説明会に
ご参加いただきましてありがとうございました

　　URL: http://www.ackg.jp
　　　（銘柄略称：ＡＣＫＧ／証券コード：2498）
　　問合せ　統括管理本部　企画・広報室長 　　高坂 静夫

　　　　　　　　e-mail: ir-ackg@ackg.jp

銘柄略称：ＡＣＫＧ
証券コード：2498


